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本資料に関する
お問合せ

金沢21世紀美術館　事業担当：原田　広報担当：齊藤、石川、落合
〒920-8509 金沢市広坂1-2-1
TEL 076-220-2814　FAX 076-220-2802
https://www.kanazawa21.jp　E-mail: press@kanazawa21.jp

公演名 osmosis（浸透）

日時 2023年2月24日（金） 1回目 19:20集合、2回目 20:20集合
 2023年2月25日（土） 1回目 19:20集合、2回目 20:20集合
 2023年2月26日（日） 1回目 18:20集合、2回目 19:20集合 
 ※各回公演時間は約45分を予定しております（各回同内容、入れ替え制）。
 ※公演終了後、展覧会場は、24日、25日は21:30に閉場、26日は20:30に閉場します。

集合場所 金沢21世紀美術館 6面モニター前受付（本多通り口）

会場 金沢21世紀美術館 展覧会ゾーン

定員 各回30名（先着順）

料金 一般10,000円、U25（25歳以下） 5,000円　※未就学児入場不可
※本公演チケット（二次元バーコード）で、ご購入いただいた公演当日に限り、「時を超えるイヴ・
クラインの想像力―不確かさと非物質的なるもの」展をご鑑賞いただけます。ただし、同展開場時
間中（24日・25日は10:00～19:00、26日は10:00～18:00）にご鑑賞ください。

チケット販売 2023年1月24日より販売開始（当館WEBサイト事業ページより）

主催 金沢21世紀美術館［（公財）金沢芸術創造財団］

協力 株式会社福光屋

「時を超えるイヴ・クラインの想像力―不確かさと非物質的なるもの」展関連プログラム

osmosis（浸透）

2023年2月24日（金）・25日（土）・26日（日）
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金沢21世紀美術館では、開催中の「時を超えるイヴ・クラインの想像力」展の会場におい
て、森山未來のソロパフォーマンス「osmosis（浸透）」を行います。ダンサー、アートパ
フォーマー、俳優として多彩な表現活動を展開している森山未來の身体を通して、精神と物
質の新たな出会いを試みたクラインのコンセプトが甦ります。
美術館の空間と戯れるように出没する森山の身体に導かれ移動する鑑賞体験、そして最後
に観客との交歓を求めて差し出されるものは…。
森山は当館のレジデンスプログラムで昨年12月に金沢市に滞在し、金箔や酒づくり、陶芸
など金沢の伝統文化を調査しました。この「金沢」の地から吸収したものと、クライン作品
が醸し出す空気の化学反応によって、新しい動きと形が生み出されます。音楽はオリンピッ
ク開会式でも森山とコラボレーションした気鋭の作曲家原摩利彦が担当。真冬の澄みきっ
た空気、吸い込まれるような青、今まで見たことのない体験があなたを待っています。

概要

構成・演出・出演：森山未來 舞台監督：尾崎聡（おざきそう）
 音楽：原摩利彦（はらまりひこ）
 音響：中原楽（なかはららく）（LUFTZUG）
 衣装：杉山まゆみ
 空間構成：涌井智仁（わくいともひと）
 企画協力：丹原健翔（たんばらけんしょう）

クレジット
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1984年生まれ、兵庫県出身。5歳から様々なジャン
ルのダンスを学び、15歳で本格的に舞台デビュー。
「関係値から立ち上がる身体的表現」を求めて、領
域横断的に国内外で活動を展開。2013年には文化
庁文化交流使として1年間イスラエルのインバル・ピ
ント&アブシャロム・ポラックダンスカンパニーを拠
点に活動し、東京都現代美術館での公演『ウォール
フラワー /Wallflower』（2014年）では、カンパニー
の一員として出演した。2021年3月11日に京都・清
水寺で行われたパフォーマンス『Re:Incarnation』
の総合演出を務め、6月には岡田利規作・演出『未
練の幽霊と怪物』に出演。2022東京オリンピック開
会式では鎮魂の舞を踊った。

森山未來プロフィール

画像1、2を広報用にご提供いたします。 ご希望の方は下記をお読みの上、広報課へお申し込み
ください。
画像お申し込みフォーム ▶ https://www.kanazawa21.jp/form/press_image/

［使用条件］
※トリミングはご遠慮ください。作品が切れたりキャプション等の文字が画像にかぶったりしないよう、 レ
イアウトにご配慮ください。
※情報確認のため、お手数ですが校正紙を広報課へお送りください。
※アーカイヴのため、後日、掲載誌（紙）、URL、番組収録のDVD、CDなどをお送りください。 以上、
ご理解・ご協力のほど、何とぞよろしくお願いいたします。

広報用画像


